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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
年
末
の

県
議
会
に
お
い
て
、
飯
田
下
伊
那
地
域

の
県
議
選
選
挙
区
の
見
直
し
で
、
下
伊

那
郡
区
と
飯
田
市
区
を
合
区
し
て
定
数

4
と
す
る
関
連
条
例
改
正
案
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
町
村
会
と
し
て
条
例
改
正

案
の
提
出
の
見
送
り
を
求
め
る
要
望
を

し
ま
し
た
が
、
誠
に
遺
憾
な
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

　

村
に
お
い
て
は
大
き
な
災
害
も
な

く
、
農
作
物
も
気
候
の
影
響
を
若
干
受

け
な
が
ら
も
順
調
に
育
ち
、「
山
の
日
」

な
ど
の
影
響
も
あ
っ
て
、
年
間
を
通
し

て
多
く
の
人
た
ち
が
村
を
訪
れ
ま
し

た
。

　

継
続
事
業
で
あ
る
上
水
道
の
施
設
整

備
事
業
を
は
じ
め
、
本
年
3
月
末
完
成

予
定
の
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

や
防
災
備
蓄
倉
庫
の
充
実
の
た
め
の
備

品
の
購
入
、
合
同
庁
舎
前
の
駐
車
場
の

整
備
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
休
耕
田
を
活
用
し
た
村
産
酒

米
の
生
産
、
大
相
撲
の
夏
合
宿
、
村
内

の
事
業
活
動
に
参
加
す
る
大
学
生
の
受

け
入
れ
、
小
型
無
人
機
「
ド
ロ
ー
ン
」

事
業
の
導
入
な
ど
、
村
民
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
村
民
の
皆
さ
ん
の
自
主
的
な

活
動
と
し
て
、
10
年
目
と
い
う
節
目
を

迎
え
て
い
る
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
イ
ベ

ン
ト
、
い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
公
演
や
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
は
村

民
の
共
感
を
呼
び
、
村
の
事
業
と
し
て

定
着
し
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
住
民

主
体
の
活
動
が
前
進
し
て
い
る
こ
と

は
、
村
の
振
興
に
と
っ
て
か
け
が
え
の

な
い
こ
と
で
す
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
、
平
谷
村
総
合
計
画

に
あ
る
「
訪
れ
た
い
村
、
暮
ら
し
た
い

村
、
南
信
州
の
ふ
る
さ
と
平
谷
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
村
の
自
然
環

境
を
活
か
し
た
新
し
い
観
光
資
源
の
発

掘
と
、
既
存
の
観
光
資
源
と
を
組
み
合

わ
せ
、
よ
り
魅
力
の
あ
る
平
谷
村
の
観

光
振
興
策
を
推
進
し
、
村
内
の
定
住
人

口
・
交
流
人
口
を
増
や
し
、
笑
顔
あ
ふ

れ
る
住
み
や
す
い
村
と
な
る
こ
と
を
目

指
し
て
政
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

本
年
も
新
し
い
施
策
に
使
命
感
を

持
っ
て
取
り
組
み
、
基
本
計
画
を
着
実

に
結
実
さ
せ
る
た
め
に
全
力
を
注
ぎ
込

む
決
意
で
す
。

　

地
元
の
活
力
を
生
み
出
す
地
域
経
済

の
活
性
化
は
不
可
欠
で
す
。
今
ま
で
進

め
て
き
た
温
泉
施
設
、
ス
キ
ー
場
、
道

の
駅
周
辺
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト

な
ど
の
施
設
整
備
の
充
実
を
図
り
な
が

ら
、
観
光
資
源
を
よ
り
魅
力
あ
る
も
の

に
す
る
た
め
、
地
域
特
性
を
活
か
し
た

取
り
組
み
、
ソ
フ
ト
面
の
充
実
で
一
層

の
賑
わ
い
を
創
り
出
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

そ
し
て
、
自
然
と
農
業
が
魅
力
あ
る

観
光
資
源
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
な
事

業
の
推
進
、
商
工
業
者
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り

を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
７
年
の
開
業
を
目
指
す
リ
ニ

ア
中
央
新
幹
線
、
三
遠
南
信
自
動
車
道

の
開
通
を
見
据
え
、
交
流
人
口
の
拡
大

に
向
け
た
企
画
提
案
、
人
材
育
成
な
ど

に
力
を
入
れ
ま
す
。

　

当
地
域
の
経
済
や
社
会
活
動
に
密
接

に
関
わ
る
、
国
道
や
村
道
な
ど
の
交
通

基
盤
の
整
備
と
公
共
交
通
の
充
実
、
生

活
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
通
信
環
境

の
拡
充
を
着
実
に
推
進
し
ま
す
。

　

い
ま
実
施
し
て
い
る
高
校
生
ま
で
の

医
療
費
の
無
料
化
や
予
防
接
種
の
補

助
、
検
診
な
ど
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
は

じ
め
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
図
り
、
住
ま
い
、
介
護
、
生
活
支

援
、
健
康
維
持
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に

強
化
し
、
住
民
同
士
の
助
け
合
い
の
輪

を
広
げ
、
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

福
祉
の
充
実
に
も
注
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

近
年
頻
発
す
る
豪
雨
、
い
つ
起
こ
る

と
も
分
か
ら
な
い
大
地
震
へ
の
備
え
に

も
万
全
を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。
昨
年

か
ら
南
信
州
広
域
連
合
の
稲
葉
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
が
稼
働
し
、
燃
や
す
ご
み

の
出
し
方
が
変
わ
り
ま
し
た
が
、
リ
サ

イ
ク
ル
の
推
進
な
ど
に
積
極
的
に
取
り

組
み
ま
す
。
現
在
進
め
て
い
る
上
水
道

の
施
設
整
備
を
着
実
に
前
進
さ
せ
、
下

水
道
施
設
の
維
持
管
理
と
と
も
に
快
適

で
住
み
や
す
い
村
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。

　

本
村
の
教
育
環
境
の
特
長
は
、
子
ど

も
た
ち
と
住
民
が
と
も
に
参
加
す
る
行

事
が
多
く
、
地
域
で
子
ど
も
た
ち
を
育

む
取
り
組
み
が
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

村
全
体
を
学
び
の
場
所
と
し
て
、
将
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
伸
び
や
か
に
た

く
ま
し
く
育
て
る
環
境
づ
く
り
、
保
育

園
児
と
小
学
生
の
給
食
費
の
無
料
化
、

修
学
旅
行
費
の
負
担
ゼ
ロ
な
ど
を
継
続

し
ま
す
。
中
学
生
は
阿
智
村
へ
、
高
校

生
は
近
隣
市
町
村
へ
通
学
し
て
い
ま
す

が
、
教
育
環
境
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
通
学
支
援
を
引
き
続
き
実
施

し
ま
す
。

　

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
や
住
民

の
学
習
に
対
す
る
意
欲
が
高
ま
る
中
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
学
べ
る
環
境
整
備
を

進
め
ま
す
。

　

市
町
村
の
財
政
状
況
は
年
々
厳
し
く

な
っ
て
お
り
、
健
全
な
行
財
政
運
営
は

大
き
な
課
題
で
す
。
限
ら
れ
た
財
源
の

な
か
で
、
村
に
と
っ
て
効
果
的
な
施
策

の
展
開
を
図
り
、
住
民
と
行
政
が
と
も

に
協
力
し
な
が
ら
進
め
る
協
働
の
村
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
住
民
同
士
の
交
流
の
機

会
を
増
や
し
、
小
さ
な
地
域
だ
か
ら
こ

そ
可
能
な
住
民
連
携
、
助
け
合
い
の
精

神
の
醸
成
な
ど
に
努
め
、
一
人
ひ
と
り

が
健
康
で
い
き
い
き
と
し
た
暮
ら
し
が

で
き
る
村
、
平
谷
を
さ
ら
に
躍
進
さ
せ

る
た
め
、
積
極
的
に
事
業
に
取
り
組
む

決
意
で
す
。

　

今
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

村
長
挨
拶

平
成
30
年 

新
年
に
寄
せ
て

小
池
　
正
充

平
谷
村
長
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謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
平
谷
村
議
会
に
対
し
ま

し
て
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

全
国
的
な
人
口
減
少
の
な
か

で
、
平
谷
村
の
人
口
増
加
対
策
に

は
、
ま
ず
は
雇
用
場
所
の
確
保
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
為
に

は
観
光
客
の
増
加
、
そ
し
て
若
い

力
が
発
揮
で
き
る
村
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
村
、
子
ど
も
た
ち
が
安

心
し
て
学
べ
る
教
育
環
境
、
若
者

が
永
く
住
み
続
け
ら
れ
る
村
づ
く

り
を
村
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
進
め
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
議
会
も
、
平
谷
村
を
今

ま
で
以
上
に
明
る
く
住
み
良
い
村

と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
る
決

意
で
す
。
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

議案第 52 号 専決処分事項の承認を求めることについて
（専決第 4号　平成 29 年度平谷村一般会計補正予算（第 3号）） 12 月 22 日

議案第 53 号 平谷村教育委員会の委員の任命につき同意を求めることについて 12 月 22 日

議案第 54 号 平谷村一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 12 月 22 日

議案第 55 号 平谷村特別職の職員で常勤の者等の給与に関する条例の一部を改正する条例
について 12 月 22 日

議案第 56 号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例につ
いて 12 月 22 日

議案第 57 号 平成 29 年度平谷村一般会計補正予算（第 4号） 12 月 22 日

議案第 58 号 平成 29 年度平谷村国民健康保険特別会計補正予算（第 3号） 12 月 22 日

議案第 59 号 平成 29 年度平谷村介護保険特別会計補正予算（第 3号） 12 月 22 日

議案第 60 号 平成 29 年度平谷村簡易水道特別会計補正予算（第 4号） 12 月 22 日

陳情第 3号 介護労働者の労働環境改善及び処遇改善の実現を求める陳情書について 12 月 22 日

　

平
成
29
年
第
4
回
定
例
議
会

は
、
12
月
7
日
か
ら
22
日
ま
で
の

16
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

本
定
例
議
会
は
、
下
記
の
議
案

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
原

案
ど
お
り
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
陳
情
1
件
が
提
出
さ
れ

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

▽
一
般
質
問　

土
田
米
男　

議
員

　

平
成
30
年
度
重
点
事
業
の
確
認

に
つ
い
て

　

ひ
ま
わ
り
市
場
に
つ
い
て

▽
一
般
質
問　

西
川
範
明　

議
員

　

村
納
付
金
に
つ
い
て

平
成
29
年  

第
4
回
定
例
議
会
（
12
月
）

議

会

だ

よ

り

議
長
挨
拶

川
上
　
明
利

平
谷
村
議
会
　
議
長

す
。

　

今
年
一
年
が
皆
様
に
良
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上

げ
、
私
の
新
年
の
挨
拶
と
致
し
ま

す
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
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確
定
申
告
、
村
・
県
民
税
の
申
告
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す

　

平
成
29
年
分
の
所
得
税
及
び
復

興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
、
村

県
民
税
に
つ
い
て
申
告
を
し
て
い

た
だ
く
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
期

間
は
2
月
16
日
㈮
か
ら
3
月
15
日

㈭
ま
で
で
す
。

　

所
得
税
の
確
定
申
告
と
村
・
県

民
税
の
申
告
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

準
備
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
期
限

内
に
正
し
い
申
告
が
で
き
る
よ
う

事
前
に
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
営
業
や
農
業
な
ど
の
収
入
・
経

費
の
計
算

　

所
得
金
額
の
計
算
は
、
収
入
金

額
か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引
い
て

計
算
す
る
収
支
計
算
で
行
い
ま

す
。
収
支
計
算
で
は
、
必
要
経
費

を
項
目
（
科
目
）
ご
と
に
分
類
し

て
計
算
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
日
頃
か
ら
領
収
書
等
を
項
目

ご
と
に
区
分
し
て
保
存
す
る
と
と

も
に
、
帳
簿
類
へ
の
記
帳
も
心
掛

け
て
く
だ
さ
い
。

◆
源
泉
徴
収
票
や
収
入
の
分
か
る

書
類
の
用
意

　

給
与
収
入
が
あ
る
方
は
事
業
所

か
ら
発
行
さ
れ
る
源
泉
徴
収
票

を
、
ま
た
年
金
収
入
が
あ
る
方
は

日
本
年
金
機
構
等
か
ら
発
行
さ
れ

る
源
泉
徴
収
票
を
ご
用
意
く
だ
さ

い
。

◆
支
払
証
明
書
等
、
控
除
に
必
要

な
書
類
の
用
意

　

平
成
29
年
1
月
1
日
か
ら
12
月

31
日
に
納
め
た
国
民
健
康
保
険
税

や
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
な
ど
は
社
会
保
険
料
控

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

支
払
証
明
書
が
必
要
な
方
は
、
役

場
住
民
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。（
平
谷
村
の
会
場
で
確

定
申
告
を
す
る
方
は
、
証
明
書
は

不
要
で
す
。）

　

ま
た
、
国
民
年
金
保
険
料
を
申

告
す
る
場
合
は
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
送
付
さ
れ
る
「
控
除
証
明

書
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
の

ほ
か
、
生
命
保
険
料
控
除
や
地
震

保
険
料
控
除
を
す
る
方
は
、
保
険

会
社
か
ら
送
付
さ
れ
る
証
明
書
を

ご
用
意
く
だ
さ
い
。
寄
付
金
控
除

に
は
、
寄
附
金
の
支
払
い
に
対
す

る
領
収
者
や
証
明
書
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

◆
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
は

医
療
費
の
集
計
が
必
要
で
す
。

　

本
人
ま
た
は
生
計
を
一
に
す
る

家
族
が
病
気
や
け
が
の
治
療
を
受

け
て
、
一
年
間
に
概
ね
10
万
円
を

超
え
て
医
療
費
を
支
払
っ
た
と
き

に
は
所
得
控
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
申
告
に
は
、
医
療
費

の
領
収
書
の
添
付
ま
た
は
提
示
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
医
療
費

控
除
の
明
細
書
」
が
必
要
で
す
。

（
医
療
保
険
者
か
ら
交
付
を
受
け

た
、
医
療
費
の
お
知
ら
せ
等
の
医

療
費
通
知
を
添
付
す
れ
ば
明
細
の

記
入
を
省
略
で
き
ま
す
。）

　

治
療
を
受
け
た
人
ご
と
、
病
院

ご
と
に
整
理
し
て
計
算
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

◆
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税

制
に
よ
る
医
療
費
控
除
の
特
例

　

適
切
な
健
康
管
理
の
下
で
医
療

用
医
薬
品
か
ら
の
代
替
を
進
め
る

観
点
か
ら
、
健
康
の
保
持
増
進
及

び
疾
病
の
予
防
と
し
て
一
定
の
取

り
組
み
を
行
う
方
が
、
自
己
又
は

自
己
と
生
計
を
一
に
す
る
配
偶
者

そ
の
他
の
親
族
に
係
る
特
定
一
般

用
医
薬
品
等
購
入
費
を
支
払
っ
た

場
合
は
、
通
常
の
医
療
費
控
除
と

の
選
択
に
よ
り
、
セ
ル
フ
メ
デ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
に
よ
る
医
療
費

控
除
の
特
例
の
適
用
を
受
け
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。

◆
【
注
意
】
申
告
に
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー（
個
人
番
号
）が
必
要
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）

の
確
認
と
身
元
の
確
認
を
行
う
た

め
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
通

知
カ
ー
ド
と
運
転
免
許
証
等
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
必
ず
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
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平成 30年度　春季自衛官等募集案内

平成 30年度　長野県シニア大学の学生募集

　資格等については、条件により異なります。詳しくは
自衛官募集ホームページをご覧になるか、自衛隊長野
地方協力本部飯田出張所までお問い合わせ下さい。

☎ 0265-22-2613

　【一般】
　・資　　格　18歳以上 34歳未満の者
　・受付期間　平成 30年 1月 9日㈫〜 4月 6日㈮
　・試験期日　平成 30年 4月中旬
　【技能】
　・資　　格　18歳以上で国家資格を有するもの。
　　（保有資格により、53歳未満又は、55歳未満の者）
　・受付期間　平成 30年 1月 9日㈫〜 4月 6日㈮
　・試験期日　平成 30年 4月中旬

1. 予備自衛官補（知識や技能を活かし、自衛隊に接する機会を広げたい方に！）
　・資　　格　【海上】大卒 38歳未満の者
　　　　　　　【航空】大卒 45歳未満の者
　・受付期間　平成 30年 4月下旬〜 5月中旬
　・試験期日　平成 30年 6月下旬

4. 技術海上・航空幹部（取得した技術と経験を幹部自衛官として様々な舞台で活躍したい方に！）

　・資　　格　20歳以上の者で国家免許資格取得者等
　・受付期間　平成 30年 4月下旬〜 5月中旬
　・試験期日　平成 30年 6月下旬

5. 技術海曹・技術空曹（取得した技術と経験で自衛官として様々な舞台で活躍したい方に！）

　【男子・女子】
　・資　　格　18歳以上 27歳未満の男女
　・受付期間　平成29年 12月上旬〜平成 30年 1月 25日㈭
　・試験期日　平成 30年 2月 10日㈯
　【男子】
　・資　　格　18歳以上 27歳未満の男子
　・受付期間　平成29年 12月上旬〜平成 30年 2月 22日㈭
　・試験期日　平成 30年 3月 3日㈯

6. 自衛官候補生（任期制自衛官として満了時に、継続か退職か自己を見つめ直すチャンス！）　【一般大卒程度試験】
　・資　　格　22歳以上 26歳未満の者
　・受付期間　平成 30年 3月上旬〜 5月上旬
　・試験期日　平成 30年 5月中旬
　【一般院卒者試験】
　・資　　格　修士課程修了（見込含）20歳以上 28歳未満の者
　・受付期間　平成 30年 3月上旬〜 5月上旬
　・試験期日　平成 30年 5月中旬
　【歯科・薬剤科】
　・資　　格　専門の大卒（見込含）20歳以上 30歳未満の者（薬剤は 28歳未満）
　・受付期間　平成 30年 3月上旬〜 5月上旬
　・試験期日　平成 30年 5月中旬

2. 幹部候補生（幹部自衛官として、それぞれの分野において活躍したい方に！）

　・資　　格　医師・歯科医師の免許取得者
　・受付期間　平成 30年 2月上旬〜 4月下旬
　・試験期日　平成 30年 5月中旬

3. 医科・歯科幹部（医師・歯科医師かつ、幹部自衛官として幅広く活躍したい方！）

飯田保健福祉事務所福祉課、市役所、町村役場等を通じて、
1月上旬から配布します。

3. 募集案内（願書）の配布

飯田保健福祉事務所福祉課、市役所、町村役場へ持参また
は郵送とします。

4. 申し込み先

1. 募集内容

※平成 27年度以前に長野県シニア（老大）大学を卒業された方でも入学できます。

一
般
コ
ー
ス

種別 募集人員 対象者 修学期間 授業料等

シニア大学
飯伊学部 110人 概ね 50歳以上で、積極的に地域活動

を目指す方 2年間
年額 10,000 円（予定）
他に教材費、自治会活動費等の費用が必
要です。※授業料の改訂があったときは、
改訂後の授業料となります。

専
門
コ
ー
ス

種別 募集人員 対象者 修学期間 授業料等

シニア大学
長野学部 30人

概ね 50歳以上の県内在住者で、地域課
題を解決する専門的なスキルを身につ
け、実践者として活動しようとする方

1年間
年額 26,000 円（予定）
他に自主的活動に要する経費が必要とな
る場合があります。※授業料の改訂があっ
た後の授業料となります。

5. 問い合わせ先
飯田保健福祉事務所福祉課内
シニア大学飯伊学部事務局
☎0265-53-0464（直通）

2. 募集期間

郵送の場合、当日消印有効。定員になり次第締め切ります。

平成30年
　　2月1日㈭〜2月28日㈬

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
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　12月 6日におこなわれた児童会祭り。1・2年生は、保育園の子たちからお年

　11月 26日の阿智村駅伝大会

に5年生は 4人全員参加しまし

小学校
だより

児童会祭り めんこやさん 2年生

駅伝大会 5年生

寄りの方まで楽しめるようにと『めんこや

さん』をやることに決めました。

　めんこ作りや景品作り、ルールを決める

会議など準備を

がんばってきま

した。当日は、自分から声をかけたり、

お客さんとの会話を楽しんだり。終わっ

たあと「みんなが楽しんでくれてうれし

かった！」と大満足な2年生でした。

た。大会当日まで、毎朝寒い中、約2キロ走りこんできました。「チームに

貢献したい。」「タスキを最後までつなぎたい。」など、自分のためだけでは

なく、チームのために粘り強く取り組んだ子どもたちです。本番当日、見事

にタスキをつなぎ、今までの練習の

成果を存分に発揮

することができま

した。

　みんなで乗り越

えた駅伝大会、少

し逞しくなった5

年生でした。

西
部
地
区
租
税
教
育

小
・
中
学
生
の
税
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
及
び
作
文

　

西
部
地
区
租
税
教
育
推
進
協
議

会
で
は
、
次
世
代
を
担
う
平
谷
・

根
羽
・
阿
智
村
の
子
ど
も
た
ち
に
、

税
に
関
心
を
持
ち
、
少
し
で
も
身

近
に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
、
小
学

生
に
は「
税
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
」

を
、
中
学
生
に
は
「
税
に
関
す
る

作
文
」
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
西
部
地
区
全
体
で

ポ
ス
タ
ー
76
点
、
作
文
10
編
の
応

募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
各
賞

が
決
定
し
ま
し
た
。
平
谷
村
の
受

賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

準
特
選塚田

　
美
澪
さ
ん

（
小
学
6
年
生
・
旭
町
）

入
　
選林　

　
依
央
さ
ん

（
小
学
6
年
生
・
平
松
）
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デジタル防災行政無線「戸別受信機」設置について（お願い）
　村では、皆さんの生命や財産を守るため、「デジタル同報系防災行政無線」の整備を進めています。村内各所に建設する「屋
外拡声子局」から、災害情報、避難情報や気象警報を始めとする緊急情報を放送するとともに、各家に設置する「戸別受
信機」からも放送されます。
　戸別受信機を設置する一般住宅、公共施設、防災関係機関や避難施設の皆様へは、請負業者の「株式会社日立国際電気」
の作業員が取付工事に伺います。

請負業者：株式会社日立国際電気

【お問合せ】
平谷村役場 総務課
電話：0265-48-2211

（戸別受信機外観写真）
※新たに設置される戸別受信機には録音機能が加わります。

1.�電源ケーブルの長さが 2mのため、近くに電源コンセントが必
要となりますので場所の選定をお願いします。
　�( 電気代と年に 1度の単 2電池 2本の交換代は各個人でご負担
をお願いします。)
2.�火気、振動、湿気、油汚れの多いところ、長時間直射日光の当
たる所や暖房器具などの近くには設置することができません。
3.�戸別受信機の取付は、村で負担しますので機器及び設置費の負
担はありません。
4.�取付け作業時は、写真撮影を行いますので、ご理解ご協力をお
願いします。
5.�取付け完了後は、確認のためサインを求めますので、お手数で
すがご対応をお願いします。

【戸別受信機本体の取付上のお願い】

【戸別受信機の設置日程】
地　　区 期　　間

新町、西町、中町、向町、旭町、入川、
中平、栁平、平松、五軒小屋 平成 30年 2月 6日 ~2月 28日

うつぼ 平成 30年 3月 5日 ~3月 9日
ご不在者宅への対応期間 平成 30年 3月 1日 ~3月 16日

・�ご不在の場合は、不在連絡票を投函いたしますのでご希望日のご連絡をお
願いします。

【その他】

（外部アンテナ取付け参考図）

ダイポール型空中線

取り付けパイプ

同軸ケーブル
3D2V 15m

同軸ケーブル
空中線（ダイポール型）

戸別受信機

電源取得コンセント

空中線取付金具
空中線取付支柱
※標準品

取付金具

（戸別受信機取付け参考図）

取り付けの例 壁掛けホルダの取り付け例

（壁 又は柱）

（壁 又は柱）

木ネジ

Min45mm

Max70mm

ホルダ電源ケーブル

AC電源ケーブルの余長は束ねて下さい。

【外部アンテナの取付け上のお願い】
1.�電波の受信入力が低いお宅では確実に中継局からの電波を受信させるため専
用の外部アンテナを設置いたします。
　�この場合アンテナから戸別受信機までの配線工事が必要となります。
　�外部アンテナは家の外壁面に取付けます。同軸ケーブルの布設は既設の貫通口
を使用するようにしますが、場合によっては引込口に穴をあけさせていただき
ます。(穴あけ工事後、防水処理を施します。)
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酒
」
と
し
て
平
谷
に
帰
っ
て
き
ま

し
た
。
村
合
同
懇
談
会
で
披
露
さ

れ
、
多
く
の
方
に
喜
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
多
く
の
方
に
協
力

し
て
い
た
だ
き
活
動
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
1
年
の
流
れ
は
分

か
っ
た
も
の
の
、
ま
だ
ま
だ
初
心

者
で
す
の
で
来
年
度
も
ま
た
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
原
哲
也

　

11
月
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
入
村
し
ま
し
た
税
所
（
さ

い
し
ょ
）
裕
貴
で
す
。

都道府県が市町村ごとに
決定した国保事業費納付金を
市町村が納付 保険料（税）を納付

被保険者証の発行、
保険給付の決定、
支給等

運営方針の策定
（県内の統一的方針）

長野県 市町村 国保加入者
保険給付に必要な費用を、
全額、各市町村に支払う
（交付金の交付）

新たな仕組み新たな仕組み

◇都道府県は、国民健康保険の財政運営の責任主体として、国民健康保険の収入と支出を管理します。
◇�市町村は、従来どおり、住民との身近な関係の中で、保険料（税）の賦課・徴収、被保険者証の発行、保険給付の決定、支給等を担います。

地域おこし協力隊だより
　

10
月
23
日
と
24
日
に

稲
刈
り
を
行
い
ま
し

た
。
収
穫
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
た
達
成
感
は

格
別
で
し
た
。
し
か
し

例
年
に
比
べ
収
穫
量
が

少
な
く
、
少
し
残
念
な

結
果
で
し
た
。
来
年
は

質
と
量
の
両
方
を
向
上

さ
せ
る
た
め
、
計
画
を

練
っ
て
い
ま
す
。

　

収
穫
し
た
米
は
伊
那

市
に
あ
る
宮
島
酒
造
に

届
け
ら
れ
、
12
月
末
に

「
ご
ざ
ね
ぶ
り
」「
あ
ま

都道府県の主な役割 市町村の主な役割
●財政運営の責任主体 ◇国保事業費納付金を都道府県に納付

●国保運営方針に基づき、事務の効率化、標準化、広域化を推進 ◇資格を管理（被保険者証等の発行）

●市町村ごとの標準保険料を算定・公表 ◇標準保険料率等を参考に保険料（税）率を決定
◇保険料（税）の賦課・徴収

●保険給付費等交付金の市町村への支払い ◇保険給付の決定、支給

都道府県も国民健康保険制度を担うことになりました

都道府県と市町村の役割分担

平成30年4月から
国民健康保険制度が変わります

国民皆保険を将来にわたって守り続けるため、平成30年4月から、これまでの市町村に加え、

　

今
年
度
は
酒
米
づ
く
り
に
協
力

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
来
年
度

は
市
原
さ
ん
と
協
力
し
昨
年
度
よ

り
も
収
穫
量
・
品
質
共
に
い
い
酒

米
を
つ
く
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

税
所
裕
貴
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公
民
館
報 

ひ
ら
や

クリスマスケーキ
料理教室

珍珍幕府秋の陣

　

ク
リ
ス
マ
ス
に
向

け
て
、
12
月
13
日
㈬

に
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー

キ
料
理
教
室
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

保
育
園
か
ら
大
人

の
皆
さ
ん
、
25
人
の

皆
さ
ん
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
講
師
の

「
グ
ラ
ン
マ
の
後
藤

　

10
月
27
日
、
28
日
に
珍

珍
幕
府
秋
の
陣
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

27
日
に
は
「
将
軍
杯
ゴ

ル
フ
大
会
」、
28
日
午
前

に
は
「
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

雨
が
降
る
あ
い
に
く
の
天

気
に
よ
り
「
歩
け
歩
け
大

会
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大

　

11
月
7
日
、
平
谷
カ
ン
ト
リ
ー

倶
楽
部
に
お
い
て
村
民
ゴ
ル
フ
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会

は
、
平
成
8
年
度
以
降
実
施
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
村
内
ゴ
ル

フ
愛
好
者
の
増
加
に
よ
り
、
復
活

し
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
29
名

の
参
加
者
は
楽
し
く
プ
レ
ー
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
終
了
後
は

表
彰
式
、
懇
親
会
を
実
施
し
て
、

ゴ
ル
フ
に
つ
い
て
熱
く
語
ら
い
交

流
を
深
め
ま
し
た
。
今
回
の
優
勝

者
は
宮
澤
義
弘
さ
ん
で
し
た
。
今

後
も
企
画
し
ま
す
の
で
、
是
非
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

洋
子
さ
ん
」
か
ら
習
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
フ
レ
ン
チ
ト
ー
ス
ト

と
ケ
ー
キ
の
飾
り
つ
け
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
フ
レ
ン
チ
ト
ー
ス
ト
作

り
で
は
焼
く
調
理
が
あ
っ
た
の

で
、
焦
げ
な
い
よ
う
に
火
の
調
整

を
す
る
こ
と
に
苦
戦
し
ま
し
た

が
、
ケ
ー
キ
の
飾
り
つ
け
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
思
い
思
い
の
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
し
て
、
き
れ
い
な
飾
り

　

10
月
14
日
㈬
、
村
民
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

村
民
、
村
内
企
業
等
に
お
勤
め

の
方
、
8
チ
ー
ム
約
50
名
の
皆
さ

ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
リ
ー

グ
戦
と
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
豪
華

賞
品
を
掛
け
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
ま
で
ど
ち
ら
が
勝
つ
か
わ

か
ら
な
い
試
合
、
ア
タ
ッ
ク
・
ブ

ロ
ッ
ク
が
カ
ッ
コ
良
く
決
ま
る

シ
ー
ン
も
あ
り
、
応
援
し
て
い
る

側
も
力
が
こ
も
っ
て
い
ま
し
た
。

　

熱
戦
の
末
の
上
位
結
果
は
、
次

会
」
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

28
日
午
後
か
ら
の
「
芸
能
発
表

会
」
で
は
、
保
育
所
・
各
ク
ラ

ブ
・
有
志
の
皆
さ
ん
の
、
練
習
し

て
き
た
ダ
ン
ス･

舞
踊･

カ
ラ
オ

村
民
ゴ
ル
フ
大
会

村
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会

付
け
が
で
き
ま
し
た
。
み
ん
な
今

晩
の
デ
ザ
ー
ト
を
楽
し
み
に
帰
り

ま
し
た
。
ま
た
今
後
も
料
理
教
室

は
開
催
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

の
通
り
で
す
。

　

毎
年
開
催
し
て
い
る
公
民
館
主

催
の
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
で
す
が
、
今

後
も
末
永
く
開
催
出
来
る
よ
う
に

計
画
し
て
い
き
ま
す
。

優　

勝

準
優
勝

３　

位

新

田

座
◆
菱
屋

江

戸

屋

ケ
等
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
多
島
恋
さ
ん
の
歌
謡

シ
ョ
ー
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発

表
に
盛
大
な
拍
手
、
笑
い
、
声
援

が
あ
り
、
出
演
者
と
観
客
が
一
体

と
な
っ
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

ご
出
演
し
て
頂
い
た
皆
様
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
校
庭
で
は
飯
田
広
域
消

防
本
部
に
よ
る
地
震
体
験
車
に
よ

る
地
震
体
験
に
よ
り
災
害
が
身
近

な
も
と
の
感

じ
、
防
災
意

識
へ
の
関
心

が
さ
ら
に
高

ま
り
ま
し

た
。
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　平谷自然ガイド養成講座の受講者らは、村内産大根と山に自生するヤマブドウを使った「大根のヤマ
ブドウ漬け」体験会を 11月 15日、役場で開きました。
　10月中旬から下旬にかけて講座の受講者らが収穫したヤマブドウやブドウの一種のサンカクヅルに、

「大根のヤマブドウ漬け」作り 地元産活用の研究

ブドウのピオーネ、砂糖、酢を加えて皮ごと煮込んだ煮
汁を作り、大根に煮汁をかけて漬け込みました。
　平谷高原でとれるおいしい大根とヤマブドウの活用方
法を探ろうと、秋田県のブドウ漬けを参考にレシピを考
案し漬けました。
　薄い塩水に 3日ほど漬け込んだ大根に、ジャム状の
ブドウ液をかけると鮮やかな紫色に染まり、一週間ほど
冷蔵保存して味わいました。
　参加者は「ブドウの酸味が絶妙。平谷の味覚として普
及できれば」と話していました。

平谷の四季折々を写真で紹介 ひまわりの湯で「自然こよみ」展
　村の観光協会は、村内の 1月から 12月までの自然風景や花などを紹介する写真展「平谷高原の自然
こよみ」を、温泉施設ひまわりの湯で 1月末まで開いています。
　長者峰から眺める雪景色の南アルプスや春先の大
川入山と恵那山をはじめ、芽吹きが始まった五軒小
屋付近や梨木登山道の風景、平谷大滝の紅葉など四
季の彩りを紹介しています。
　早春に咲くフサザクラやタムシバ、夏のササユリ、
ツリガネニンジン、秋の山ブドウなどの作品からは
春から夏、秋へと移り変わる季節を感じることがで
きます。
　温泉客からは、「季節ごとの自然の豊かさが感じ
られる。時期になったらまた来たい」と好評です。

産物の加工を楽しむ キウイフルーツのジャム作り
　村内の自然を学びながら地域づくりに取り組む「平谷自然ガイド養成講座」は 12月 18 日、農産物
加工を楽しもうとキウイフルーツのジャム作り講座を村役場で開きました。
　今年が 6回目となったジャムづくりには講座受講生ら 8人が参加。差し入れのあった約 30㌔のキウ

イフルーツの皮をむいた後、砂糖やレモン果汁を加えて、
とろ火で煮詰め約３時間かけてジャムを作りました。
　参加者は出来立てのジャムをパンとヨーグルトで味わい
ながら、砂糖の量や煮込み時間などジャム作りのポイント
を確認していました。
　また、干しサルナシ入りのパウンドケーキとサルナシ
ジャムなども持ち寄られ、キウイとサルナシの味を確かめ
ていました。
　講座では５月にサルナシなどの挿し木増殖勉強会を開い
ています。


